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 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

題字 / 和田 孝雄さん（堺町） 

 

＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」、「じないまち交流館」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

今年の「寺内町燈路」は、 
８月２６日（土）に開催します！ 

 寺内町燈路も今年で１４年目を迎えます。今年は８月２６

日（土）に開催します。希望者には、８月１日（火）より、

じないまち交流館にて一基１２００円で行灯をお分けしま

す。詳しくは、じないまち交流館（TEL0721-26-0110）へ

お問い合わせください。 

今年の「寺内町清掃」は、 
９月３日（日）に共催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

今年の「月見の会」は、 
１０月４日（水）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

 

総
会
は
、
橋
川
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
来
賓
の
多
田
市

長
、
奥
田
市
議
会
議
長
、
吉
村

府
議
会
議
員
に
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て 

 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八

日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か

ら
「
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
」
一

階
に
お
い
て
「
富
田
林
寺
内
町

を
ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会
」
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
多
田
市
長
を
は
じ

め
、
吉
村
府
議
会
議
員
、
奥
田

市
議
会
議
長
、
さ
ら
に
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
審
議
会
委
員
の

遠
藤
市
議
会
議
員
、
同
京
谷
市

議
会
議
員
、
芝
本
教
育
長
に
来

賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

な
お
、
当
日
の
参
加
者
数
は
、

四
三
名
（
委
任
状
一
一
五 

 

名
）
で
し
た
。 

 

  
 

鈴
木
府
議
会
議
員
か
ら
は
、
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
来
賓
の
方
々
の
紹

介
の
後
、本
年
度
の
議
事
に
移
り
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
や

会
計
報
告
（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館

会
計
を
含
む
）
な
ら
び
に
平
成
二

十
九
年
度
の
事
業
計
画
や
会
計
予

算
（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
会
計
を

含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
市
・
文
化
財
課

に
よ
る
「
旧
田
中
家
住
宅
」
と
「
重

伝
建
地
区
拡
大
予
定
区
域
」
の
ミ

ニ
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
九
年
の
重
伝
建
地
区
選
定

時
に
は
、
地
区
を
通
る
都
市
計
画

道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
た
た
め
、

寺
内
町
地
区
の
一
部
が
重
伝
建
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
平
成
二
十
五
年
に
そ

の
計
画
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
地
区
全
体
を
重
伝
建
地
区
と

す
る
べ
く
、
市
が
平
成
三
十
年
度

中
の
実
現
を
目
指
し
て
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
寺

内
町
地
区
全
体
は
、
現1

1
.2

h
a

に

対
し
、13

.3
h

a

と
な
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

 第７回 石上
いそのかみ

露子
つ ゆ こ

生誕祭が開催されました！ 

 梅雨を彩る紫陽花の青や紫が美しい２０１７年６月１０日(土曜日)、露子生誕

祭実行委員会主催、富田林市教育委員会共催による第七回石上露子生誕祭が盛大

に開催されました。 

 午前は露子の生家・旧杉山家住宅にて、ＢＧＭで筝曲が流れる中、献花・供養

の厳かなセレモニーが行われ、引き続き中庭で本格的な立礼式のお茶会が催され

ました。 

 また、午後からは、旧田中家住宅で露子にちなんだ文学講演会が行われ、夕刻

からは、旧杉山家住宅で黄昏コンサートが開催されました。 

 寺内町センターでは、石上露子および寺内町をテーマにした写真も展示されて

いて、イベントに参加された人達は歴史的な町並みと旧家の雰囲気の中で文化の

香りの高い時間を楽しまれていました。             (広報部会) 

 

  

旧杉山家住宅 玄関 旧杉山家住宅 中庭 

旧杉山家住宅 奥の間 店先の紫陽花が美しい（泊屋前） 

  

 今年の「会員見学会」は、 
１０月２９日（日）に開催します！ 

 
行 先：九度山・高野山方面 
 
出 発：０８：３０ 
    富田林駅北ロータリー 
帰 着：１７：３０頃予定 

富田林駅北ロータリー 

参加費：４，５００円 

  詳細は別途お知らせいたします。 

 
 

http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768


こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 
 

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
日
本
人
」

と
い
う
題
名
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、

昔
、
満
州
国
へ
移
住
さ
れ
た
家
族

が
戦
争
に
よ
っ
て
三
歳
の
時
に

親
兄
弟
と
離
れ
離
れ
と
な
り
、
い

ろ
ん
な
人
の
世
話
で
生
き
て
来

ら
れ
た
が
、
日
本
語
は
全
く
解
ら

な
い
と
い
う
内
容
の
放
送
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

時
が
経
っ
て
、
日
本
の
親
や
親

戚
を
捜
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
が
、
行
方
は
わ
か
ら
ず
、
今
で

は
中
国
で
一
生
を
終
え
る
そ
う

で
す
。
大
変
な
苦
労
で
す
ね
。 

 

私
は
台
湾
で
生
ま
れ
、
三
歳
の

時
に
父
母
と
一
緒
に
戦
後
日
本

に
引
き
揚
げ
て
来
た
時
に
結
核

に
か
か
り
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た

そ
う
で
、
台
湾
で
の
住
居
や
風
景

の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
と
対
比
す
る
の
は
お
か
し

い
で
す
が
、
人
の
運
命
は
は
か
な

い
も
の
で
弱
い
も
の
で
す
ね
。 

 

戦
争
は
誰
の
為
の
も
の
で
し

ょ
う
か
。 

 
 
 

（
御
坊
町 

尾
谷 

正
隆
） 

 

 

広
報
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

大

塚

健

治 

和

田

幸

雄 

和

田

孝

雄 

尾

谷

正

隆 

井

上

正

勝 

(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 
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まもり・そだてる会活動報告 
  

月 日 会議名 内     容 

3 16 役員会 
・各部会の報告(瓦版 66 号確認、雛めぐり報告、事業部会/ 

企画部会/連絡協議会の計画案）、総会日時決定 

4 

12 役員会 
・部会報告(28 年度会計報告、見学会案、事業/企画/連絡協議会

の計画案）・総会議案書案 

20 臨時役員会 ・総会議案書案検討 

27 理事会 
・部会報告(切絵ｶﾚﾝﾀﾞｰｻｲｽﾞ、見学会行先、月見の会、連絡協議

会、指定管理制度委員会他)、雛めぐり報告、総会議案書 

5 

11 役員会 ・総会議案書確認、式次第、役割分担 

28 
総会 ※総会議案書のとおり 

理事会 ・年会費徴収の件・切絵カレンダーのサイズの件 

6 

8 役員会 ・４部会の部会長/部会員調整の件、笠井先生のお話 

15 臨時役員会 ・会則改正の件・6 月以降の部会構成案・顧問承認案件 

24 企画部会 ・西林町/東林町の伝統的建造物の見学会 

29 広報部会 ・瓦版 67 号原稿確認と配布の件・瓦版 68 号原稿について 

7 
2 事業部会 ・小行灯の個数調査等 

13 役員会 ・企画(連絡協/伝建見学)､事業(燈路)､研修､広報(瓦版 67 号) 

  

寺
内
町
、
食
べ
あ
る
記
（
３
） 

 
  

 

＝
お
い
し
い
店
の
紹
介 

今
回
は
ｏ
ａ
ｓ
ｉ(

オ
ア
ジ)

さ
ん

を
訪
問
し
ま
し
た
。 

(

３)

ｏ
ａ
ｓ
ｉ 

 
こ
の
お
店
は
寺
内
町
の
南
端
に
あ

る
山
家
坂
と
向
田
坂
の
中
間
に
あ
る

勝
間
家
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

 

お
店
の
南
側
に
広
い
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
お
庭
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に

そ
の
南
側
に
は
竹
藪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

 

勝
間
家
と
い
う
旧
家
を
改
装
し
た

お
店
は
和
食
を
提
供
さ
れ
る
か
と
思

う
の
で
す
が
、
実
は
美
味
し
い
イ
タ

リ
ア
ン
を
提
供
し
て
頂
け
る
お
店
な

の
で
す
。 

 

以
前
、
筆
者
の
本
家
で
あ
る
旧
田

中
家
で
「
富
田
林
楽
食
楽
町
じ
な
い

ま
ち
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
ラ
ン
チ
を
提
供
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
様
で
す
。 

 

お
い
し
い
食
べ
物
を
提
供
す
る

「
コ
ツ
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
次
の
様
に
言
っ
て
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。 

・
料
理
は
ひ
と
手
間
：
テ
レ
ビ
で
有 

名
な
料
理
人 

・
料
理
は
下
ご
し
ら
え
：
美
味
し
い 

焼
鳥
屋
の
大
将 

・
串
カ
ツ
は
「
コ
ロ
モ
」
「
ア
ブ
ラ
」

「
ソ
ー
ス
」
が
決
め
て
：
新
世
界
ダ 

ル
マ
の
社
長 

今
回
訪
問
し
た
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
の
シ
ェ
フ

は
「
食
材
を
知
る
事
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。 

寺
内
町
で
は
年
間
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト(

初
鍋
め
ぐ
り
、
雛

め
ぐ
り
、
寺
内
町
燈
路
な
ど)

が
あ

り
、
多
く
の
人
た
ち
が
訪
問
さ
れ
ま

す
。
人
々
が
多
く
集
ま
っ
て
く
る
処 

に
は
「
お
い
し
い
食
べ
物
処
」
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
考
え
を
私
は
持
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
お
店
は
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の

ご
主
人
と
接
客
担
当
の
奥
様
で
切
り

盛
り
さ
れ
て
い
て
、
シ
ェ
フ
の
考
え
も

「
お
い
し
い
食
べ
物
処
」
に
関
し
て
は

同
様
の
お
考
え
の
様
で
す
。 

 

お
店
の
正
式
な
お
名
前
は
「
ｏ
ａ
ｓ

ｉ 

ｌ
ａ 

ｖ
ｅ
ｃ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ 

ｃ
ａ

ｓ
ａ
」
で
す
。 

 

お
店
の
名
前
の
「
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
」
は
イ

タ
リ
ア
語
で
、
日
本
語
に
訳
す
と
「
安

ら
ぎ
の
場
」
「
い
こ
い
の
場
」
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
。 

 

営
業
日
と
営
業
時
間
帯
は
、
月
曜
日

が
休
日
で
、 

「
ラ
ン
チ
」 

１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０ 

「
デ
ィ
ナ
ー
」 

１
８
：
３
０
～
２
２
：
０
０ 

前
日
ま
で
の
完
全
予
約
制
で
す
。 

【
電
話
】 

０
７
２
１
（
２
１
）
３
０
７
８ 

 

店
主
の
お
名
前
は
杉
本
郷
志
さ
ん

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

寺
内
町
に
お
店
を
開
か
れ
た
の
は
、

２
０
１
３
年
２
月
６
日
で
、
寺
内
町
を 

 

選
ば
れ
た
理
由
は
、 

・
実
家
か
ら
近
か
っ
た
事 

・
古
い
町
並
み
が
修
業
を
し
て
い
た
イ

タ
リ
ア
の
町
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
た
め
と
の
こ
と
で
し
た
。 

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
は 

・
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
： 

￥
３
，
８
０
０
（
税
別
） 

・
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
： 

￥
６
，
８
０
０
（
税
別
） 

本
日
い
た
だ
い
た
の
は
ラ
ン
チ
コ

ー
ス
で
内
容
は
写
真
の
通
り
で
、
す
べ

て
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
特
に
お

い
し
か
っ
た
の
は
パ
ス
タ
料
理
で
し

た
。
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
イ
タ
リ
ア
の
地

ビ
ー
ル
「
モ
レ
ッ
テ
ィ
」
を
注
文
し
ま

し
た
が
料
理
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
た

様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。 

野
菜
ぎ
ら
い
の
私
が
、
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
た
の
は
、 

・
食
材
は
近
隣
の
地
産
品
や
シ
ェ
フ
が

ご
自
身
で
収
穫
に
行
け
る
も
の
を
厳

選
さ
れ
て
い
る
事 

・
適
度
に
温
か
い
状
態
で
提
供
し
て
頂

い
た
事 

・
ソ
ー
ス
が
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
事 

を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
し

た
。 美

味
し
い
料
理
を
提
供
し
て
頂
い

た
シ
ェ
フ
の
経
歴
は
、
京
都
市
内
の
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
ェ
フ
を

務
め
ら
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
ピ

ュ
モ
ン
テ
州
と
エ
ミ
リ
ア
ロ
マ
ー
ニ

ャ
州
で
修
業
。
そ
の
後
、
帰
国
さ
れ
ｏ

ａ
ｓ
ｉ
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
と
の
事

で
し
た
。 

美
味
し
い
物
を
食
べ
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

（
広
報
部
会 

田
中
新
之
助
） 

 

お店の入り口 

 

  

農産物の恵み パスタ料理 

本日のメニュー 

 

畜産物の恵み 

 

 

ドルチェ 

 

 

 

七
月
一
日
～
三
十
日 

 
 

 

リ
ア
ル
ア
ー
ト 

 
 

絵
画
作
品
展 

  

八
月
二
日
～
八
月
三
十
日 

 
 

 

角
柿
輝
美 

 
 

 
 

ち
り
め
ん
細
工 

  

九
月
一
日
～
三
十
日 

 
 

 

井
元
ミ
ツ
子 

 
 

 

あ
ん
ど
ん
・
浮
世
絵
・ 掛

軸 

 

十
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

 

新
日
本
婦
人
の
会 

富
田
林
支
部 

 
 

 
 

 

絵
手
紙
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
み
物
・
手
芸
作
品
等 

十
月
十
七
日
～
三
十
一
日 

 
 

 

南
河
内
退
職
教
職
員
の
会 

 
 

絵
画
・
書
道
・ 

工
芸
作
品
展 

 

十
一
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

 

柳
本
妙
子 

 
 

 
 

書
作
品
展 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十
一
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

 
２
人
展 

 
 

 
 

 

イ
ラ
ス
ト
原
画
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 


